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名 称 実　施　時　期 対　　　　象 予定人員 場　　　　所 備　　　考
新 採 用 職 員 研 修 ４／12～４／15（４日間）新採用職員（他機関を含む） 73 国立若狭湾少年自然の家 ４／12附属図書館
主 任 研 修 ９／７～９／10（４日間）主任（他機関を含む） 60 国立曽爾少年自然の家 ９／７楽友会館
係 長 研 修 11／９～11／12（４日間）係長（他機関を含む） 40 国立若狭湾少年自然の家 11／９楽友会館
技術職員研修（第22回） ７／14～７／16（３日間）行（一）教室系技術職員（他機関を含む） 50 京大会館ほか
〃 （第23回） ２／23～２／25（３日間） 〃 50 〃
語学研修（英語･初級コース） ５／７～７／13（55時間）事務系･技術系職員 ９ 工学部国際交流室 週２回午後１回３時間
〃 （英語･中級コース） 10／５～12／14（55時間）事務職員 ８ 〃 週２回午前１回３時間
〃 （中国語･初級コース） 未定（後期） 〃 ８ 〃
平成11年度京都大学職員研修実施計画
課 長 補 佐 級 研 修 未定（１日間） 課長補佐，事務長補佐，専門員 30 学外施設
新採用職員研修（À） ４／19～４／20（２日間）新採用職員 47 附属図書館調査室
初任者教育研修（前期） ５／17～９／29（18回） 新採用職員 22 附属図書館調査室ほか 毎週水曜日午後
初任者教育研修（後期） 10／13～２／23（18回） 〃 12 〃 〃
実務講習会（庶務系） 12月初旬（４日間） 実務担当職員 延べ300 京大会館
〃　 （経理系） 10月中旬（４日間） 〃 延べ200 〃
〃　 （教務系） 未定（２日間） 〃 延べ 80 〃
パ ソ コ ン Ａ 研 修 未定（年度内１回　２日間）課長（事務長）補佐，専門員以上の事務職員 22 附属図書館調査室














































































































































助 教 授　安　藤　　　信 助　　手　嵜　元　道　徳
助 教 授　柴　田　昌　三 助　　手　濱　本　な　お















◎申 込 先　　〒606－8502 京都市左京区北白川追分町
京都大学大学院農学研究科附属演習林庶務掛
TEL （075）753－6410
◎そ の 他　　詳細は申込先にお尋ねください。
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話題
クラブ紹介
―アーチェリ （ー洋弓）部―
人間が，大自然の中で生きて行くための狩猟の道
具として発明された弓矢は，「エネルギーを貯めて
おいて，それを瞬間的に用いることにより大きな能
力を発揮できるようにした人類史上初めてのテクノ
ロジー革命」（創部30周年記念誌より）であったと
もいえるが，人間を殺戮する凶器ともなった。16世
紀の鉄砲の発達により武器としての価値は衰退し，
イギリスを中心としてスポーツとしての道を歩み始
めたのが，近代アーチェリー（Ａrchery）の始まり
といわれている。アメリカ大陸にも普及し，今や
世界で600万人以上の愛好者を持つ国際スポーツの
一つとなっている。
日本では，1939年（昭和14年）に菅原重義氏がア
メリカより持ち帰り広めたといわれ，競技としての
歴史は浅く，オリンピックでこの競技に日本が初め
て参加したのは1971年（昭和46年）のミュンヘン大
会のことであり，国体の正式種目として実施された
のも1980年（昭和55年）の栃木国体からであった。
京大アーチェリー部は，現在のアーチェリー協会
が結成された翌年の1967年（昭和42年）に創部され，
現在，川端近衛の京都織物跡構内にある50Ûのアー
チェリー場で，全日本学生選手権大会での優勝を目
指して日々練習に励んでおり，今年で「満32歳」と
なった。
部員数は60名を超え，女子部員が多いのも特徴の
一つである。また，何よりも自由の気風と部員の自
主性を尊重し，アットホームなところである。
競技には，屋外で90Û～30Ûの距離から的を射る
アウトドアターゲットアーチェリー，屋内で18Ûの距
離から的を射るインドアターゲットアーチェリー，
野山に出かけ的をねらうフィールドアーチェリー，
スキーをしながら的をねらうスキーアーチェリーな
どの種目があり，大学では，主にアウトドアターゲ
ットアーチェリーを行っている。
アーチェリーは，大学入学後から始める人がほと
んどで，それだけに練習を積み重ねることで，優秀
な成績をあげることができる。
国立七大学総合体育大会では団体優勝の常連校で
あり，３部に分かれている関西学生リーグでも，男
女とも１部リーグ（12大学）に属している。また，
個人戦においても，昨年度の関西学生フィールドア
ーチェリー個人選手権では，法学部３回生の男子部
員が優勝するなど，輝かしい成績を収めており，今
後の活躍が期待されている。
